
能
性
が
少
年
補
導
委
員
の
日
誌
か
ら
も

伺
え
ま
す
。

。月O
日

昭和51年 4月16日

上田市

秘 書課

上回@4100

田辺 印刷

第 717号

行

集

話

刷

発

編

電

印
もフ広報

め
て
」

誘
わ
れ
た
の
が
始
め
、
う
ま
く
な
い
し

よ
い
こ
と
と
も
思
わ
な
い
」
「
「
チ
ヨ

ツ

働く
婦人の家完成

昭和27年12月22日第 3種郵便物認可・毎月 1日・ 16日発行・定価 l部3円

お気軽にご利用くださ い

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
三

十
二
の
自
治
会
に
も
上
田
市
青
少
年
健

婦人の館として、昨年 9月か ら材木町 1丁目 (旧

染谷高校跡 )に、園、県の補助 を受けて建設してい

た「上田市働く婦人の家」が三月中旬完成、 4月9

日開館しました。

市内にお住まいの勤労、家庭婦人はもち ろん、市内

の事業所に勤める他町村の婦人の皆さんのご利用も

お待ちしています。

マ
オ
ー
ト
バ
イ
や
車
に
夢
中
に
な
り
、

夜
間
に
乗
り
ま
わ
す
。

(関連記事4面)

す
。昨

年
は
、
時
あ
た
か
も
国
際
婦
人

年
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
時
を
閉

じ
く
し
て
、
当
上
田
市
に
名
実
と
も

に
婦
人
の
地
位
向
上
の
場
と
し
て
の

働
く
婦
人
の
家
が
着
工
完
成
し
、
開

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
更
に
は
各
種

の
相
談
に
応
じ
、
身
障
者
の
ご
婦
人

も
、
お
子
さ
ん
連
れ
の
ご
婦
人
も
子

供
を
預
け
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
十

分
配
慮
し
て
建
設
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
大
い
に
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

働
く
婦
人
の
家
開
館
に
あ
た
っ

様
方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

今

「
働
く
婦
人
の
家
」
と
い
う
名
称
で

立
派
に
完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
市
民
と
と
も
に
ご
同

慶
に
堪
、え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

館
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
ご
婦
人
が
女
性
と

し
て
必
要
な
家
庭
生
活
、
職
業
生
活

の
知
識
を
身
に
つ
け
、
教
養
を
高
め

る
と
と
も
に
、
婦
人
相
互
の
親
陸
、

趣
味
教
養
等
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
休
養

働
く
婦
人
の
家
開
館
に
あ
た
り
、

一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
多
く
の
ご
婦
人
の
方

々
か
ら
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
婦
人

会
館
が
、
園
、
県
並
び
に
関
係
の
皆

て

市

長

石

井

泉

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
建
設
に
あ
た
り
、
ご
指
導
と

ご
協
力
を
く
だ
き
い
ま
し
た
園
、
県

な
ら
び
に
関
係
の
皆
様
に
心
か
ら
お

札
を
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

マ
附
カ
ク
イ
チ
上
国
営
業
所
様
、
ス
テ

ン
レ
ス
流
し
台
、
会
図
管
理
事
務
所
ヘ

企 4月 9日行われたしゅん工式

主な内容
51年度予算決まる…・・・…・・…・・・・・・…….........….2函

戸籍の謄・抄本が l通 200円に…・ー…・・・・・・・・・…3函

「施設を見る会」実施…・・・…・・・・・・・…・・ー・・….....… 3函

働く婦人の家完成一...…-一..一…-…ー…・一一・…一.4函

定期監査の結果公表…・・・ー・…一…・・…ー……ー・… 5面

家庭菜園を開設……ー・・ー…………・・・…・ー……ー・ 7面

バイク ・軽自動車の税額改訂・…..……・一.....一一 7函

乳児検診月を変更。 4か月、 9か月にー・……...8白

老齢福祉年金の手続きは早目に…一....……・一一・ 8面i

、、切、宅、、a・
、、、、、相、

、、、、、、、‘
V崎、、h
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前
年
度
比

O
八
%
の
緊
縮
型

日
年
度
予
算
決
ま
る

福
祉
、
教
育
、
生
活
環
境
の
整
備
重
点

|3月定例市議会開会|

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
+
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
+
七
臼
聞
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、
石
井
市
長

か
ら
五
十
一
年
度
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
(
施
政
方
針
)
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

五
十
一
年
度
当
初
予
算
。
県
か
ら
移
管
さ
れ
た
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の
条
例
、
材
木
町
一
丁
目
に
新
設
し
た
働
く
婦
人

の
家
の
条
例
、
体
育
施
設
条
例
な
ど
の
制
定
。
民
間
に
移
譲
し
た
食
閃
セ
ン
タ
ー
の
条
例
廃
止
。
現
状
に
適
合
し
た
公

正
な
料
金
と
す
る
各
種
証
明
、
閲
覧
な
ど
の
手
数
料
、
市
民
会
館
、
体
育
施
設
、
わ
し
ぱ
山
荘
な
ど
の
使
用
料
を
改
訂

す
る
各
条
例
、
下
之
条
保
育
園
新
設
に
よ
る
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
ほ
か
「
五
十
一
年
度
予
算
審
議
促
進
と

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
早
期
真
相
解
明
を
求
め
る
意
見
書
」
な
ど
、
六
+
八
議
案
が
審
議
さ
れ
「
上
田
城
南
高
校
等
に
対

す
る
公
費
助
成
に
関
す
る
請
願
」
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
全
議
案
が
議
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Tごえつ

予

算

広報

引
年
度一

般
会
計
予
算

ー第 3種郵便物認可ー

予
算
額

七
十
九
億
五
百
九
十
四
万
七
千
円
で

前
年
度
当
初
比
は

一
O
八
%
と
、
緊
縮

型
予
算
に
な

っ
て
い
ま
す
。
主
な
収
入

は
、
市
税
が
全
体
の
四
一
・
二
%
、
つ

い
で
国
庫
支
出
金
の
一
六
・
三
%
、
地

方
交
付
税

の
一
五
・
一
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
予
算
の
主
な
使
い
み
ち
〉

民
生
費
は
、
二
十
四
億
六
千
八
百
二

十
一
万
五
千
円
で
全
体
の
コ
二
・
二
%

を
占
め
、
本
年
上
田
市
い
か
「
老
人
の
た

め
の
明
る
い
ま
ち
推
進
事
業
」
モ
デ
ル

都
市
の
指
定
を
受
け
実
施
す
る
た
め
の

市
負
担
金
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
報
恩
寮

の
改
築
、
老
人
悩
祉
セ
ン
タ
ー
浴
場
新

築
、
老
人
福
祉
電
話
設
置
、
特
定
疾
患

療
養
者
の
援
護
、
ダ
ウ
ン
症
機
能
訓
練

通
院
費
の
補
助
、
西
塩
田
保
育
園
の

移
転
改
築
、
同
和
地
区
の
道
路
改
良
舗

装
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

教
育
費
は
、
十
二
億
四
千
五
百
三
十

六
万
七
千
円
で
、
全
体
の
一
五
・
八
%

を
占
め
、
一
般
に
開
放
す
る
塩
田
中
学

校
の
夜
間
照
明
施
設
、
小
、
中
学
校
の

新
、
増
改
築
、
ま
た
、
塩
田
城
跡
緊
急
発

堀
調
査
の
委
託
料
、
高
校
総
体
の
運
営

費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

商
工
授
は
、
八
億
九
千
九
百
五
十
一

万
四
千
円
で
、
全
体
の
一
一
-
四
%
を

を
求
め
る
意
見
書
」
。

畜
産
の
経
営
安
定
、
基
本
施
策
の
確
立

占
め
、
働
く
婦
人
の
家
の
逼
営
代
、
勤

労
者
住
宅
の
建
設
、
ま
た
、
融
資
制
度

に
開
業
資
金
を
設
け
た
中
小
企
業
融
資

福
祉
厚
生
等
資
金
融
資
の
予
託
金
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。

ほ
か
に
、
衛
生
費
の
胃
・
婦
人
・
結

岐
検
診
の
委
託
料
、
危
険
物
処
理
の
委

託
料
、

一
部
下
務
組
合
の
負
担
金
。
民

林
水
産
業
伐
の
果
樹
生
産
合
理
化
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
補
助
金
。

土
木
伐
の
小

集
孫
地
区
改
良
事
業
、
市
営
住
宅
の
控

設
。
消
防
貨
の
消
防
査
察
卒
、
小
型
動

力
ポ

ン
プ
付
積
載
卓
の
購
入
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

自 51
益年
康特 度
(長
険別
会 A
II 'J:4 

Z計
f予
主算

団
地
籍
)
河
川
応
急
工
事
実
施
に
関
す

る
請
願
」
の
三
件
が
議
決
採
択
さ
れ
ま

三
十
億
三
千
八

G
十
八
万
一
千
円
に
な

り
前
年
度
当
初
に
比
し
て
四
億
七
千

八
U
六
十
九
万
三
千
円
の
増
で
、
一
三

%
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

引
年
度
企
業
会
計
予
算

産
院
半
業
が
一
億
二
千
八
百
三
十
七

万
二
千
円
、
前
年
当
初
に
比
し
て
、
一

千
二
百
六
十
六
万
八
千
円
の
増
で
、
一

0
・
九
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
一
卒
業
は
、
五
億
四
千
五
百
九
十

八
万
円
、
前
年
当
初
に
比
し
て
一
億
一

千
六
百
五
十
一
万
五
千
円
の
増
で
、
二

七
・
一
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ω年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
額

三
千
九
百
四
十
万
七
千
円

予
算
総
額

八
十
一
億
四
千
六
十
二
万
八
千
円

主
な
使
い
道

水
道
料
金
差
額
補
助
(
塩
田
・
川
西
)

老
人
福
祉
施
設
入
療
者
扶
助
資
、
部
溶

解
政
同
盟
補
助
金
、
じ
ん
か
い
収
集
卓

購
入
、
川
西
土
地
改
良
区
補
助
金
、
別

所
線
屯
車
運
行
維
持
補
助
金
、
道
路
新

設
改
良
工
事
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

円
条

例

働
く
婦
人
の
家
条
例

材
木
町
一
丁
目

へ
旧
染
谷
高
校
跡

に
完
成
し
た
「
働
く
財
人
の
家
」
が
、

勤
労
婦
人
、
家
庭
の
主
婦
な
ど
に
教
集

の
向
上
、
悩
祉
増
進
の
た
め
の
品
説
会

や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
向
由

に
幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

独
り
暮
ら
し
老
人

医
療
費
特
別

給
付
金
条
例

六
十
五
歳
以
上
、
七
十
歳
未
満
の
独

り
暮
ら
し
老
人
の
医
療
伎
を
市
が
負
伺

し
、
老
人
の
健
康
保
持
と
、
生
活
の
安

定
、
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る
た
め
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
道
路
証
明
な

ど
各
種
手
数
料
を
現
状
に
適
合
し
た
公

正
な
料
金
に
改
訂
し
ま
し
た
。

市
民
会
館
、
相
染
閤
な
ど

各
施
設
条
例
の
一
部
改
正

市
民
会
館
、
公
民
館
、
体
育
施
設
、

勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
相
染
問
、
川

西
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
各
施
設
の

使
用
料
を
現
状
に
適
合
し
た
公
正
な
料

金
に
改
訂
し
ま
し
た
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
廃
止

食
肉
セ

ン
タ
ー
の
土
地
、
建
物
を

-

億
二
千
万
円
で
、
株
式
会
社
ト
唱
団
食
肉

セ

J
7
l
へ
先
却
、
と
蓄
業
務
を
移

し
た
、
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民
生
伎
は
、
二
十
四
億
六
千
八
百
二

十
一
万
五
千
円
で
全
体
の
コ
二
・
二
%

を
占
め
、
本
年
上
田
市
か
「
老
人
の
た

第 3種郵便物認可ー

意
見
書
、
請
願

貨
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

商
工
費
は
、
八
億
九
千
九
百
五
十
一

万
四
千
円
て
、
全
体
の
一
一
・
四
%
を

戸
籍
の
謄
・
抄
本
が

一
通
二
百
円
に

郵
便
に
よ
る
請
求
は
定
額
小
為
替
で

t: え

五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄
・
抄
本
な

ど
の
手
数
料
が
下
表
の
と
お
り
改
訂
さ

れ
ま
す
。

戸
籍
の
謄
・
抄
本
な
ど
を
郵
便
で
請

求
す
る
と
き
は
、
必
ず
「
現
金
書
留
」

か
郵
便
局
の
「
定
額
小
為
替
」
で
手
数

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
切
手
で

の
手
数
料
納
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
額
小
為
替
は
、
小
額
の
送
金
に
便

利
で
、
千
円
以
下
の
送
金
に
必
要
な
料

金
は
十
円
で
す
の
で
、
手
軽
に
利
用
で

き
ま
す
。

つ広 報

五
月
一
目
、
全
国
い
っ
せ
い
に
商
業

統
計
調
査
が
実
施
き
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
二
年
ご
と
に
国
が
実

施
す
る
統
計
調
査
で
、
全
国
の
却
、
小

一(3)

事ヰ

区 分 Iり通の(手l件数)料当 区 分 l当通り(1の戸手籍数)料当

戸籍の謄・抄本 200円 上届質等紙の使受理用証の婚明姻書 800円

除籍の謄・抄本 300円 戸籍簿の閲覧 100円

証戸籍明の記載事項 100円 除籍簿の閲覧 200円

証除籍明の記載事項 200円 届書類の閲覧 100円

受理証明書 100円

数手~T 政売
業
の
全
商
庖
を
対
象
と
し
て
行
い
、

商
庖
数
、
従
業
者
数
、
業
種
、
規
模
別

商
品
販
売
な
ど
、
そ
の
状
態
を
調
査
し

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
会
計
な
ど
入
会
計
で

団
地
籍
)
河
川
応
急
工
事
実
施
に
関
す

る
請
願
」
の
三
件
が
議
決
採
択
さ
れ
ま

し
た
が
、
「
上
田
城
南
高
校
等
に
対
す
る

公
費
助
成
に
関
す
る
請
願
」
は
、
助
成

対
象
人
員
が
多
す
ぎ
る

こ
と
、
現
状
の

市
財
政
で
は
無
理
な
こ
と
、
ま
た
、
城

南
高
校
経
営
者
の
こ
れ
か
ら
の
運
営
方

法
な
ど
を
検
討
し
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
て
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

市
町
村
の
行
政
や
、
経
済
施
策
に
役
立

て
る
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
票
は
、
調
査
員
が
持
参
し
、
記

入
方
法
な
ど
説
明
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
企
画
財
政
部
企
画
課

統
計
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た

統
計
係
は
、
し
ば
ら
く
の
間
市
役
所
二

階
水
道
局
の
北
側
に
移
り
ま
す
。(
宮

@

四
一

O
O内
線
二
五
固
有
線
②

O
八
三

一一)
五

E京地区別にコース設定
筆活
地 設
し を
ま宇見
ヲ。る

一h- Lー

話き

交tく5月11日から4回〉
おは

「施設を見る会」
実施

働
く
婦
人
の
家
条
例

材
木
町
一
丁
目
(
旧
染
谷
高
校
跡

誘
い
合
っ
て
ご
参
加
く
だ
き
い
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
二

十
五
日
(
日
)
ま
で
に
自
治
会
長
さ
ん

に
参
加
料
一
人
二
百
円
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
治
会
長
き
ん
は
四
月
三
十
日
ま
で

に
秘
書
課
へ
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

婦
人
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
団
体
で
参

加
を
希
望
さ
れ
る
皆
き
ん
は
、
四
月
三

十
日
ま
で
に
直
接
、
秘
書
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
の
施
設
を
見
る
会
で
は
、
川

見学コースと見学時間

問
解
散

，

、

去

/

/
O

-
d
'

内
，

u

一
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児
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ω
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ω
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署

日

A
V
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日

清
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m
A
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V
M
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役
所
塩
田
支
所
刈

l
l
u
v
∞

A
-
5
月
同
日
掛

8
集
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福
祉
セ
ン
タ
ー

ω解
散

L

川
西
社
会

正
/
o

ベ

働

く
婦
人

2
7
γ
ω

コ

川

E

/

O

ん

わ
し
は
山

荘

川

パ

一一
レ
引

き

福
祉
セ

ン
タ
ー
∞
|
川

vm

な

勤

労

者

仕

パ

川

l
u

ゆ

消

防

署

MA

V附

一山
一

給
食
セ
ン
タ
ー

ω

|
川

ν印

刷

学

校

任

一

日

1
m

西
城
南
解
放
会
館

M
a
q
，レ
M

H

福
祉
セ

ン
タ
ー

“

J

川

西

社

会

川

町

lluvω

-5月
日
日
ω

8
集
合

9

を
求
め
る
意
見
書
」
。

畜
産
め
経
営
安
定
、
基
本
施
策
の
確
立

基
準
価
格
の
引
上
げ
、
養
蚕
の
基
準
糸

価
繭
価
の
大
幅
引
上
げ
、
絹
燃
糸
(
き

ロ
ッ
キ
ー
ド
問
題
の
解
明
を
徹
底
か
ぬ
ね
ん
し
)
、
絹
製
品
の
法
的
輸
入
規
制

つ
迅
速
に
行
い
、
財
政
硬
直
化
に
あ
る
措
置
の
実
施
を
強
く
要
望
し
た
「
畜
産

地
方
自
治
体
に
深
い
関
係
の
、
五
十
一
蚕
糸
経
営
安
定
に
関
す
る
意
見
書
」
。

年
度
予
算
審
議
の
促
進
を
強
く
要
望
し
降
雨
期
に
入
る
と
は
ん
濫
す
る
お
そ

た
「
昭
和
五
十
一
年
度
予
算
審
議
促
進
れ
が
あ
る
。
追
開
沢
川
の
河
川
応
急
工

と
ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
の
早
期
真
相
解
明
事
の
実
施
を
請
願
し
た
「
追
開
沢
川
(山

塩

田

支

所

セ
ン
タ
ー
へ
売
却
、
と
蓄
業
務
を
移
譲

し
た
こ
と
に
よ
り
廃
止
し
ま
し
た
。

西
地
区
の
み
な
さ
ん
コ

ー
ス
、
題
回
地

区
の
み
な
さ
ん
コ
ー
ス
、
上
回
地
区
の

み
な
さ
ん
A
コ
l
ス、

B
コ
l
ス
の
四

回
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

い
ず
れ
の

コ
ー
ス
に
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ご
遠
慮
な
く
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

〈
お
閉
会
せ
〉

秘
書
課
広
報
広
聴
係

(
宮
@
四
一

O

O
内
線
二

O
五
有
線
②
O
六
三
ご

※
は
畳
食
、
市
長
と
の
話
し
合
い

、
映

画
。
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講習会・クラブ活動などで活用

働く婦人の家

t: えつ広報ー第 3種郵便物認可郵便物認可ー

、その内容、

確に記録され

4月9日オープンかわいい入園式
する家屋に対

ているが、本

カず多く、 これ

鑑み、既設家

害防止を さら

働
く
婦
人
の
家
は
、
総
工
費
八
千
三

百
七
十
万
円
、
工
期
七
か
月
を
費
し
て

完
成
し
た
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二

階
建
、
延
面
積
八

O
七
・
五
平
方
日
で

一
階
に
託
児
室
、
料
理
実
習
室
、
談
話

h
F
広
び
ろ
し
た
託
児
室

h
F
 

手
す
り
の
つ

い
た
身
障
者
用
ト
イ
レ

』

F

ゆ
っ
た
り
し
た
和
室

市
立
保
育
園
の
入
園
式
が
、
四
月
二
日
、
二
十
八
園
い

っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
保
育
園
も
三
日
ま
で
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
外
は
、
日
増
し
に
暖
か
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
び

っ
こ

た
ち
の
元
気
な
声
が
園
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
c

写
真
は
、
今
年
国
民
年
金
の
還
元
融
資
に
よ
り
完
成
、
開

園
し
た
下
之
条
保
育
園
凶
、
い
す
を
持
ち
行
儀
よ
く
保
育

室
へ
附
、
保
育
室
で
保
母
さ
ん
の
話
を
聞
く
。
川

を完備し て締

|討して適切な

包者の異動等 も

準を明確にし

~) 

室
、
相
談
室
な
ど
、
二
階
に
図
書
室、

講
習
室
、
会
議
室
、
和
室
な
ど
備
え
た

H

婦
人
の
家
u

で
す
。

婦
人
が
女
性
と
し
て
必
要
な
家
庭
管

理
、
生
活
設
計
、
消
費
経
済
、
育
児
な

ど
の
知
識
を
得
た
り
、
教
養
を
高
め
る

た
め
の
講
習
会
、
趣
味
教
養
等
の
ク
ラ

ブ
活
動
な
ど
が
で
き
、
ま
た
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
や
休
養
、
人
生
・
結
婚
相

談
な
ど
の
話
し
合
い
の
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

と
く
に
、
子
供
さ
ん
を
連
れ
た
婦
人

の
た
め
に
託
児
室
を
設
け
、
専
任
の
保

母
を
置
き
乳
幼
児
の
め
ん
ど
う
も
見
ま

す
。
ま
た
身
障
者
用
の
ト
イ
レ
や
入
口

に
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
、
身
障
者
の
婦
人

も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

〈
開
館
時
間
〉

午
後
一
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
と
し

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
婦
人
が
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

〈
休

日
〉

毎
週
水
曜
日
、
国
民
の
祝
日

(祝
日

が
水
曜
日
に
当
る
と
き
は
、
そ
の
翌
日

)

年
末
年
始
(
十
二
月
二
十
九
日

1
一

月
三
日
ま
で
)

〈
利
用
手
続
き
〉

利
用
す
る
三
日
前
ま
で
に
働
く
婦
人

の
家
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
〉

無

料

〈
お
問
合
せ
・
住
所
〉

働
く
婦
人
の
家
(
住
所
材
木
町

一
丁

目
二
|
二
、

8
@
こ
九
八
八
)

屯

し

師

家

該

午

、

闘

ら

た

も

。

か

。

ま

」

す

分

ぞ

、
一
ま
却
う
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定期監査の結果公表

上田市監査委員小林 増次

同 竹内正

昭和50年 12月20日から昭和51年 3月19日までの間に行

った定期監査の結果について次のとおり公表します。

@監査の内容
昭和50年度における予算の執行、事務処理の状況、物

品の管理等の実施状況。

秘書課・応急、工事課

特記事項なし

総務部

また 、価格を変更する事由のあると きは、その内容

評価の基礎その他必要な事項について明係1こ記録さtL
Tこし、。

民生部

公害課

公害防止条例によ って排水区域外に新築する家屋に1'1
しては雑排水簡易浄化 槽の設置を義務付けているが、本

市における公害のうち水質汚濁によるも のが多く、 これ

らは生活排水や事業排水に起因する現状に鑑み、 既設家

屋についても設置の促進を図る などして公害防止をさら

に推進されたい。

市民課

「海の家」の開設に係る委託契約は 、内容を完備して締

結されたい。

また、委託料につ いては諸条件を十分検討して適切な

予算措置 を講じられたい。

商工部

庶務課 i市民会館

1.備品管理に遺漏のないよう備品台帳の整備について意! 清掃委託は対個人との契約であり 、受託者の異動等も

を用いられたい。 Iあるので委託料特に手当についての支払基準を明確にし

2.補助金の交付決定後に事情変更が生じた場合は、補助!て運用に配意されたい。

金等交付規則に基づく所定の措置によって処理された

し、。

市民税課 i 消防部
1.過誤納金に係る還付加算金の計算については、地方税 i

法の定める端数計算の適用に誤りないよう注意された i 特記事項なし

2.賦課期日後の廃車による過納金の還付については、帳

票の照合を徹底して脱漏のないよう事務処理にあたっ

て注意されたい。 I物品購入に係る事務処理のうち 、見積書およ び契約書
資産税課 i 

!の内容を点検して整備に努められたい。
1.火災による固定資産税等の減免の適用にあたってその E

対象とな る期間の取扱いについては基準を定め、一定

2ZZLL二二広芸品与量二zzz;lGfiみ納期i 支所(塩田、川西、豊殿)
限の翌日か ら起算 して 5年と定められているので、取!
扱いに遺憾のないよう注意されたい。 I各種手数料の収納事務、国保の任意給付等の事務処理

3.課税の公平 を期するため実施に入った家屋の再調査に|は、いずれも適確であると認め られた。

ついては早期に全市を完了し、所期の成果が期待され

るところであるが、今後の方針等について検討のうえ

適切な措置を講じられるよう希望する 。

収税課
決算期にあたり市税等の収入未済分については、催告 i 特記事項なし

等を強化して、早期回収にいっそうの努力を期待する 。

し、。

企画財政部

企画課

特記事項なし

財政課

1.市有財産の貸付料は来年度から改定することとされて

いるが契約書の作成等に遺憾のないよう十分意を用い

られたい。 また、普通財産の売払代金について延納を

認める場合には確実な担保と利息を付することと定め

られているのでこれらの措置についても適切な運用を

検討きれたい。

2.土地等の価格算定にあたり、地理的条件による減価要

因を適用する場合はその確認に意を用い られたい。

之〉、
ヱミ 計 課

塩田母子健康センター

「資源活用広場」を開設

市価の5割安で
修理・相談コーナーも設置

25日(日)市役所駐車場で午前10時~午後4時

〈雨天は29日に延期〉

コウモリガサ、長 グ、ソなどを実費て修理、また¥ だ

製品の相談などを行 う、「修理・相談 コーナー」 も開諒し

ますので大勢の皆さんのご来場をお原品、しま す。
一般市民の不用品の持ち込みも午前 8時30分から午画11'1

10時まで受付けますので希望 される方は どうぞ。

働
く
婦
人

の
家

目
二
l
二
、
宮
@一
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市
職
員

人
事
異
動

部
長
級
マ
建
設
部
長

斎

藤
満
隆
(民

生
部
長
)
マ
組
合
消
防
長
兼
消
防
部
長

母
袋
範
雄
(
議
会
事
務
局
長
)
マ
塩
田

支
所
長
兼
福
祉
事
業
セ
ン
タ
ー
所
長
お

よ
び
中
塩
田
事
業
所
長
事
務
取
扱
倉

沢
彦
夫
(
教
育
次
長
)
マ
水
道
局
長

小
林
優
(
建
設
部
長
)
マ
組
合
局
長
の

兼
務
を
解
く
、
民
生
部
長
、
清
掃
事
務

所
長
事
務
取
扱
い
増
田
正
俊

(昇
格

企
画
課
長
)
マ
農
政
部
長
小
菅
伝
(
昇

格
・
庶
務
課
長
)
マ
議
会
事
務
局
長

Tごー第 3種郵便物認可 広報うえ

「公園の桜は 20日ごろが見ごろ 7 
i 公園を汚さず楽しい花見 i 
i 上回公園をはじめ市内の公園の桜は、 4月20目前後が j

i見ごろとなりそうです。公園は市民みんなのものです。)

!次のことを守って楽しい花見をしましょう。 ; 

j I 公固め施設を大切にしましょう 。 i 
j 2 他山 惑 制 け な し よ う に し ま し ょう ; 

3. 自動車での花見はやめましょう 。

4. 公園内でのたき火は禁止されています ! 

レ」二校忠世竺J1b三二一一'-j <4月|日付ヲ

花
里
吉
見
(
昇
格
・
市
民
課
長
)
マ
教

育

次

長

鋒

城
直
己
(
昇
格
・
財
政
課

長
)
マ
公
民
館
長
塩
沢
文
雄
(
塩
田

支
所
長
)

課
長
級
マ
一
等
級
昇
格
甲
田
茂
雄

(
国
保
年
金
課
長
)
マ
組
合
消
防
長
職

務
代
理
者
お
よ
び
消
防
部
長
代
理
を
解

く
上
野
甲
子
(
消
防
部
総
務
課
長
)

マ
水
道
局
長
代
理
を
解
く
川
上
武
男

(
業
務
課
長
)
マ
庶
務
課
長
赤
沼
袈

裟
重
(
耕
地
課
長
)
マ
企
画
課
長
兼
上

小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
局
長

保

坂
一
雄

(管
理
課
長
)
マ
財
政
課
長

北
村
郁
夫

(
学
校
教
育
課
長
)
マ
市
民

課

長

内

川

三

男

(
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
)
マ
保
健
予
防
課
長
佐
藤
保

(上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
事
務

長
)
マ
観
光
課
長

小
山
四
郎

(保
健

予
防
課
長
)
マ
管
理
課
長
佐
藤
次
雄

(
建
築
課
長
)
マ
下
水
道
課
長

佐
藤

順
三

(工
務
課
長
)
マ

用
地
開
発
課
長

穂
谷
潔
(
同
和
対
策
課
長
)
マ
同
和
対

策
課
長
成
田
剛
(
食
肉
セ
ン
タ
ー
所

長
)
マ
塩
田
支
所
総
務
課
長
兼
振
興
課

長

赤

羽
亮
二
(
塩
田
支
所
振
興
課
長
)

マ
川
西
支
所
住
民
課
長

小
林
信
宏
(
公

民
館
副
館
長
)
マ
工
務
課
長
富
島
正

則

(下
水
道
課
長
)
マ
学
校
教
育
課
長

清
水
輝
夫
(
保
育
課
長
)
マ
社
会
教
育

課
長
荻
原
袈
裟
男
(
用
地
開
発
課
長
)

マ
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
市
川
利

一
(
公
害
課
長
)
マ
上
田
市
外
八
か
町

村
病
院
組
合
事
務
長

山
本
源
三

(
川

西
支
所
住
民
課
長
)
マ
公
害
課
長
鈴

木
正
人
(
昇
格
・
管
財
係
長
)
マ
耕
地

課
長
兼
技
術
係
長
の
事
務
取
扱
い
田

村
一
雄
(
昇
格
・
技
術
係
長
)
マ
構
造

改
善
課
長
井
出
久
(
昇
格
・
構
造
改

善
係
長
)
マ
建
築
課
長
上
野
貢
(
昇

格
・
設
計
係
長
)
マ
保
育
課
長
西
沢

為
男
(
昇
格
・
企
画
係
長
)
マ
公
民
館

副
館
長
児
玉
久
保
(
昇
格
・
保
建
予

防
課
庶
務
係
長
)
マ
上
野
が
丘
公
民
館

長

川
上
貞
雄
(
昇
格

・
戸
籍
係
長
)

マ
川
西
公
民
館
長
田
中
良
治
(
昇
格

労
政
係
長
)
マ
総
務
部
付
清
水
貞
夫

(
社
会
教
育
課
長
)

係
長
級
マ
課
長
補
佐
指
定
滝
田
真

次
(
運
用
係
長
)
マ
家
屋
係
長
課
長

補
佐
指
定
逢
坂
登
茂
男
(
登
記
係
長
)

マ
収
税
係
長
、
課
長

補

佐

青

柳
好
文

(同
和
対
策
課
長
補
佐
)
マ
企
画
係
長

課
長
補
佐
出
野
正
次

(
普
及
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
飯
島
実

(財
務
係

長

)

マ

管

財

係

長

課

長

補

佐

小

林

三
男
(
農
林
課
振
興
係
長
)
マ
戸
籍
係

長

課

長

補

佐

指

定

古

平

敏

男

(

収

税
係
長
)
マ
保
健
予
防
課
庶
務
係
長

課
長
補
佐
指
定
中
村
万
亀
男

(
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
)
マ
課
長
補

佐
指
定
山
辺
清
一

(
環
境
行
動
班
班

長
)
マ
労
働
福
祉
係
長
兼
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
、
課
長
補
佐
指
定
土

屋
一
富
(
産
院
事
務
次
長
)
マ
農
林
課

振
興
係
長
、
課
長
補
佐
指
定
深
井
武

雄
(
市
民
課
庶
務
係
長
)
マ
課
長
補
佐

指

定

武

田

茂

美

(
塩
固
有
線
放
送
所

長
)
マ
事
業
係
長
兼
業
務
係
長
、
課
長

補
佐
指
定
滝
沢
鴨

(林
務
係
長
)
マ

謀
長
補
佐
指
定

小
池
毅
(
耕
地
謀
庶

務
係
長
)
マ
管
理
謀
庶
務
係
長
、
課
長

補
佐
沓
掛
陽
二
業
務
課
庶
務
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
谷
川
喜
敬
(
工
事

事
務
所
長
)
マ
下
水
道
課
普
及
係
長
、

課
長
補
佐
樋
口
稔
(
管
理
課
庶
務
係

長
)
マ
業
務
課
庶
務
係
長
、
課
長
補
佐

手
塚
泉
(
保
育
課
庶
務
係
長
)
マ
局
長

補

佐

田

中

要

(
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
)
マ
所
長
補
佐
市
川
雄
吉
(
上

小
衛
生
施
設
組
合
次
長
)
マ
市
民
課
庶

務
係
長
上
原
哲
夫
(
市
民
係
長
)
マ

市
民
係
長
尾
見
幸
一
(
国
民
年
金
係

長
)
マ
保
健
係
長
星
野
昇
嗣
(
用
度

係
長
)
マ
労
政
係
長
菅
沼
博
(
社
会

係
長
)
マ
公
園
管
理
事
務
所
長
兼
観
光

課
施
設
係
長
保
科
光
雄
(
観
光
課
施

設
係
長
)
マ
構
造
改
善
係
長
兼
総
合
整

備
係
長
林
徳
人
(
労
働
福
祉
係
長
)

マ
設
計
係
長
滝
沢
寛
(
工
事
係
長
)

マ
社
会
係
長
上
沢
常
一
(
家
屋
係
長
)

マ
豊
殿
支
所
長
依
田
修
(
保
健
係
長
)

マ
用
度
係
長
水
島
和
夫
(
福
祉
課
庶

務
係
長
)
マ
体
育
課
施
設
係
長
赤
羽

仁
士
(
体
育
施
設
管
理
事
務
所
長
)
マ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
寺
沢

二
水
夫
(
調
査
係
長
)
マ
登
記
係
長

宮
下
喜
玄
治
(
資
産
税
課
主
査
)
マ
国

民
年
金
係
長
上
原
せ
い
(
管
理
課
主

査
)
マ
働
く
婦
人
の
家
館
長
工
藤
ち

よ
(
保
健
予
防
課
主
査
)
マ
林
務
係
長

沓
掛
八
郎

(市
民
課
主
査
)
マ

工
事
係

戸

夜

間

同

市

甲
准
思

へ
措
置
筑
不
調
椋
、
王
*
宜

V

V
お
岨
品
川
地

らせ

昨
年
七
月
発
足
し
た
、
高
年
附
者
は
健
康
で
若
々
し
く
、
労
働
意
獄
が
日

職
業
相
談
室

(
市
民
諜
内
)

は

、

な

お

お

盛
な
明
る
い
ふ
ん
い
伝
の
人
が
一

か
な
か
好
評
で
三
月
ま
で
に
、
求
職
多
く
み
ら
れ
ま
す

e

一

申
し
込
み
数
、
百
二
十
二
人
、
こ

の

ま
た
、
雇
用
す
る
事
業
所
に
は

一
区
画
一
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(
約
五

坪
)

〈
そ
の
他
〉

一
世
帯
一
区
画
で
、
神
科
山
口
、
上

謀
庶
務
係
長
等
々
力
寛
(
財
政
謀
、
主

査
)
マ
庶
務
施
設
係
長
兼
保
育
園
係
長

長
沢
寿
男
(
保
育
課
主
査
)
マ
同
和
対

策
課
次
長
塩
入
範
夫
(
同
和
対
策
課

主
査
)
マ
調
査
係
長
山
口
輝
子
(
公

害
課
主
査
)
マ
母
子
寮
長
兼
東
部
保
育

園
長
森
由
美
子
(
神
科
第
二
保
育
園

長
)
マ
神
川
第
一
保
育
園
長
小
沢
良

行
(
神
川
第
一
保
育
園
長
心
得
)
マ
下

之
条
保
育
園
長
石
黒
俊
三
(
財
政
課
主

査
)
マ

川
辺
保
育
園
長
倉
島
秀
子

(川
辺
保
育
園
長
心
得
)
マ
塩
尻
保
育
園

長
宮
下
栄
子
(
塩
尻
保
育
園
長
心
得
)

マ
泉
田
保
育
園
長
尾
和
む
つ
み
(
泉

田
保
育
園
長
心
得
)
マ
神
川
第
二
保
育

園
長
中
曾
根
晴
子
(
神
川
第
二
保
育

園
長
心
得
)
マ
神
科
第
一
保
育
園
長

木
村
佐
和
子
(
神
科
第
一
保
育
園
長
心

得
)
マ
南
部
保
育
園
長
山
本
フ
ジ

(
南
部
保
育
園
長
心
得
)
マ
若
葉
保
育
園

長
兼
か
し
わ
保
育
園
長
皆
瀬
忠
子

(
若
葉
保
育
園
長
)

[

V

神
科
第
二
保
育
園

長
石
森
嘉
子
(
塩
田
北
保
育
園
)

主
査
級
マ
財
政
課
主
査
小
林
喜
由

(
豊
殿
支
所
長
)
マ
庶
務
課
付
主
査

伊
藤
重
人
(
事
業
係
長
)
マ
田
中
徳
弘

(
昇
格
・
収
税
課
)
マ
笠
原
唯
男
(
昇

格
・
国
保
年
金
課
)
マ
鈴
木
ま
す
子
(昇

格
・
保
健
予
防
諜
)
マ
本
房
利
治
(
昇

格
・
農
林
謀
)
マ
水
野
精
一
(
昇
格
・

下
水
道
課
)
マ
福
祉
課
主
査
山
浦
貞

子
(
母
子
寮
長
兼
東
部
保
育
園
長
)

退
職
マ
積
関
義
雄

(農
政
部
長
)
マ

》
定
事
也
ん
周
乃
ヘ
ム
ミ
礼
叫
誼
am
b
t

』
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課
長

マ
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
市
川
利

一
(
公
害
課
長
)
マ
上
田
市
外
八
か
町

村
病
院
組
合
事
務
長

山
本
源
三
(
川

西
支
所
住
民
課
長
)
マ
公
害
課
長

鈴
勝
陣楽立

国隊
設
衛

閉
問
自
H

場
に

広
頭

曜
先

日
H
£
守

日
長

4
市
進

月
井
行

4
石
の

家
庭
菜
園
を
開
設

申
し
込
み
は
早
目
に

昨
年
開
設
し
た
、
神
科
山
口
地
籍
の

三
か
所
約
百
三
十
区
画
と
、
上
常
団
地

籍
(
上
回
東
高
校
西
側
)
約
九
十
区
画

の
市
有
地
を
、
今
年
も
「
家
庭
菜
園
」
と

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
開
放
し
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
、
次
に
よ
り
早
目

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

t: えつ広報

〈
申
込
先
き
〉

民
生
部
市
民
課
生
活
係
(
住
所
、
大
手

一
l
l
一一

l
一
六
宮
@
四
一

O
O
内
線

一
七
六
有
線
②

O
七

O
ご

〈
締
切
り
日
〉

五
月
十
日
開
ま
で

〈
区
画
面
積
〉

バイク、軽自動車など税額改訂

地方税法の一部改正により、市条例の一

部が改正きれ、軽自動車税の税額が、 4月

1日から下記のように改訂されました。ま

た、所有権留保軽自動車の納税義務者は、

買主に義務付けられました。
51年度排カ、ス規制適合車については、51・

52年度の 2年間、改正前の税額が適用され

ます。

①原動機付自転車(ノ〈イク)

50c.c以下のもの 年間 650円
51cc-90c.c 年間 1，000円
91cc-125cc 年間 1，300円
②軽自動車および小型特殊自動車

2輪のもの(側車付も含む) 年間 2，000円
3輪のもの 年間 2，600円

r営業用 年間 5，200円
4輪乗用{

L 自家周 年間 5，900円
f営業周 年間 2，900円

4輪貨物{
{自家用 年間 3，300円

専ら雪上を走行する車 年間 2，000円
農耕作業用自動車(刈取り、

年間 1，300円
脱穀作業用自動車を含む)

その他の車(フォークリフト等)年間 3，900円
③ 2輪小型自動車(自動 2輪)年間 3，300円 l

一(7)

振
興
係
長
、
課
長
補
佐
指
定
深
井
武

雄
(
市
民
課
庶
務
係
長
)
マ
課
長
補
佐

指
定
武
田
茂
美
(
塩
田
有
線
放
送
所

長
)
マ
事
業
係
長
兼
業
務
係
長、

課
長

一
区
画
二
ハ
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
五

坪
)〈

そ
の
他
〉

一
世
常
一
区
画
で
、
神
科
山
口
、
上

常
団
地
籍
の
一
方
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

上
常
団
地
籍
の
菜
園
は
、
か
な
り
整

備
を
し
ま
し
た

が、

以
前
か
ら
湿
地
の

た
め
利
用
上
支
障
の
残
る
区
画
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
者
が
区
画
数
を
上
回

っ
た

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定
し
、
後
日

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。

市
で
は
、
独
り
暮
ら
し
老
人
の
健
康

維
持
を
図
る
た
め
、
医
療
費
を
負
担
し

老
人
の
生
活
安
定
と
福
祉
の
増
進
を
目

的
と
し
た
特
別
給
付
金
を
四
月
一
日
の

診
療
分
か
ら
支
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
該
当
す
る
人
は
、
次
に
よ
り
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

1
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

(
六
十
五
歳
に
な
る
誕
生
日
の
属
す
る

月
の
初
日
か
ら
受
給
資
格
を
得
る

)

ア
、
現
在
、
独
り
暮
ら
し
の
人
。

イ
、
自
ら

の
力
に
よ

っ
て
日
常
生
活

を
維
持
し
て
い
る
人
。

ウ
、
イ
の
状
態
が
一
か
月
以
上
継
続

し
、
そ
の
状
態
が
さ
ら
に
継
続
す

る
と
認
め
ら
れ
る
人
。

査
)
マ
働
く
婦
人
の
家
館
長
工
藤
ち

ょ
(
保
健
予
防
課
主
査
)
マ
林
務
係
長

沓
掛
八
郎

(市
民
課
主
査
)
マ
工
事
係

長

田
中
進

へ建
築
課
主
査
)
マ
福
祉

下
水
道
課
)
マ
福
祉
課
主
査
山
浦
貞

子
(
母
子
寮
長
兼
東
部
保
育
園
長
)

退
職
マ
横
関
義
雄
(
農
政
部
長
)
マ

近
藤
光
男

へ会
計
課
長
」

一

昨

年
七
月
発
足
し
た
、
高
年
齢
者
は
健
康
で
若
々

し
く
、
労
働
意
欲
が

'
職
業
相
談

室

(
市
民
課
内
)

は

、

な

お

お

盛

な
明
る
い
ふ
ん
い
気
の
人
が

'

か
な
か
好
評
で
三
月
ま
で
に
、
求
職
多
く
み
ら
れ
ま
す。

…
申
し
込
み
数
、
百
二
十
二
人
、
こ
の
ま
た
、
雇
用
す
る
事
業
所
に
は
、

…

一

う
ち
就
職
き
れ
た
人
が
四
十

六

人

あ

雇

用
奨
励
金
な
ど
援
護
す
る
諸
制
度
一

一
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
活
用
に
つ
い
て
一

…

必

人

が

就

職

一

高

年

齢

者

職

業

相

談

室

一

一

お

お

い

に

ご

利

用

く

だ

さ

い

…

…
ま
た
、
直
接
、
相
談
室
に
求
人
の
申
は
、
直
接
上
回
公
共
職
業
安
定
所
へ
一

一
し
込
み
を
し
た
事
業
所
が
四
十
三
件
ご
連
絡
く
だ
さ
い
(
宮
@
六
三
六
三
)

一
求
人
数
九
十
人
で
し
た
。

(注

1
雇
用
労
働
者
一
人
に
つ
き
、
一

一
相
談
室
で
は
、
お
お
む
ね
五
十
五
固
か
ら
九
千
円
、
県
か
ら
四
千
円
が
一

一
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
職
業
相
談
に
毎
月
十
二
か
月
間
支
給
さ
れ
る
)
一

…

応

じ

て

い

ま

す

が

、

訪

れ

る

求

職

者

一

2
、
1
の
人
が
、
寝
た
き
り
老
人
や
、
す
る
額
の
人
。

重
度
身
心
障
害
者
等
を
現
に
扶
養
し
、

6
、
医
療
費
の
負
担
の
軽
減
を
受
け
る

他
に
同
居
者
が
い
な
い
人
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
上
田
市
に
住
所

〈
支
給
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
人
〉
を
有
す
る
人
等
。

1
、
七
十
歳
に
な
る
誕
生
日
の
属
す
る
〈
手
続
き
〉

月
の
初
日
に
達
し
た
人
。

ー
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
民

2
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
寝
生
委
員
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

た
き
り
老
人
等
。

審
査
し
、
資
格
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

3
、
同
和
対
策
老
人
、

重
度
心
身
障
害

2
、
給
付
金
の
申
請
は
、
医
療
費
受
給

者
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
特
別
給
付
金
資
格
者
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
を
持
参

条
例
に
よ
る
受
給
資
格
者
。

し
て
、
市
役
所
一
階
国
保
年
金
課

(窓

4
、
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受
け
口
口
番
)
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

て
い
る
人
。

〈
お
問
合
せ
〉

5
、

医
療
費
に
対
す
る
附
加
給
付
、
ま
民
生
部
国
保
年
金
課
医
療
給
付
係

た
は
公
的
扶
助
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の

(

宮
@

四

一
O
O内
線
二
八
三
有
線
②

合
算
額
が
医
療
費
の
十
分
の
三
に
相
当

O
七
二

二



ー
し
ヨ
い
ら
央
ふ
弘
Y
1
j
ト
-
h
え戸、

冊
子
日
j
L
m
-ざ

F
Y
Jモ
ガ
ラ
E
F

四
か
月
・
九
か
月
検
診
に

礼
児
秒
、
み
は
、

三
か
月
検
診
、
六
か

け
け
検
冷
、
十
二
か
ハ
検
診
と
し
て
三
回

定
地
し
て
き
ま
し
た
か
、
幼
児
に
多
く

先
生
し
て
い
る
ム
シ
的
予
防
の
た
め

新
た
に
的
料
相
談
を
設
け
て
乳
児
検
診

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
従
米
実
施
し
て
き
ま
し

た
三
か
凡
検
診
、
六
か
月
検
診
、
十
二

か
月
検
診
を
統
合
し
て
、
新
た
に
聞
か

月
検
診
(
三
か
月
か
ら
聞
か
月
児
が
付

象
)
九
か
川
検
診

(
八
か
月
か
ら
ん
か

月
山
ん
し
か
付
象
)
の
二
凶
実
施
と
る
り
ま

し
た
。

主
な
検
診
内
谷
は
、
凶
か
月
検
診
と

し
て
、
保
位
以
聞
に
よ
る
体
阜
、
身
長
測

定
、
栄
長
相
談
、
医
師
に
よ
る
健
康
診

伐
と
し
て
、
料
顕
、
股
脱
、
心
臓
病
の

発
見
に
吊
山
…
を
お
い
て
行
い
ま
す
。

九
か
月
検
診
で
は
、
保
健
婦
に
よ
る

体
市
、
身
長
測
定
、
離
乳
食
相
談
、
医

師
ま
た
は
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
科
相

淡
に
屯
点
を
お
い
て
行
い
ま
す
。

検
診
の
日
時
は
、
乳
児
健
康
検
診
日

紅
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
す
で
に
通
知
し
て
あ
る
日
程

の
十
二
か
月
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
立
く
だ
さ
い
。

(8)ーt: えつ広報，第3種郵便物認可

月1日

乳冗検診日程表

地区 上 困 地 区 溢団地区 川西地区

検診名 3-4か月児 3-4か月児 8-9か月児 8-9か月児 3-叫 4か月児 3-4-8-軸・月担

対象地区 極車神尻困糾 神川豊辺監川 東西中部央部 南北域部部下 塩晶神尻凹科 l神El|辺E 川 軍中西部部央 南北埴下部部 塩回全区 川西全区

吋司艮児 50年7月生 50年7月生

51年 4月 21日 20日

51年l月生 51年l月生 切年8月生 日年8月生 昨1月担割月並 5昨lP.部制月生

5月 68 12日 19日 26日 18日 II日

時間 午後 l時30分-2時30分まで

場 所 上 田 地 区 上 田 市 健 康 セ ン タ ー

福田地区 盗団支所二階会議室

川西地区 川西社会福祉センタ

持参品 母子健康手帳

3歳児 検診日程表 も版

上団地区 I!孟団地区|川西地区|午検 三
市酬センター I!川崎|川内社会k!'1後診;:&コ

I h~センター 1 1tIセント |ーを 児一一

|日市内閣回全区1111西全区|尚一行をま
三い士、l枇

O ま竿 l日
守大」、 Ju

二時五.: }宙
7年 7 月|時 11~J :表二f
-12月生|三はに~~
:一10いよlC'
ハ口 lノj- ~j I 

V H kt 

41'，年 148年 3・
3月生I4月生

23日

続
ず

老
齢
制
祉
年
金
は
、
明
治
四
十
四
年

四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
が
、
満

七
十
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
対
象
に
な
り

ま
す
。

本
年
度
は
、
明
治
三
十
九
年
四
月
二

日
か
ら
明
治
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
れ
た
人
が
、
七
十
歳
に
な
っ
た
時
、

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
心
身

に
障
害
が
あ
る
人
は
、
六
十
五
歳
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

請
求
の
手
続
き
は
、
七
十
歳
に
な
っ

た
ら
、
印
鑑
お
よ
び
住
民
票
の
謄
本
を

持
参
し
て
、
市
役
所
一
階
同
保
年
金
課

(
窓
口
十
八
番
)
ま
た
は
、
豊
殿
、
塩

田
、
川
西
の
各
支
所
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
除
か
れ
ま
す
。

l
、
国
民
年
金
の
十
年
年
金
、
五
年
年

金
、
併
聞
丘
年
年
金
、
障
害
年
金
を
受

け
て
い
る
人
。

2
、
他
の
公
的
年
金
の
年
額
が
二
十
四

万
円
(
五
十
一
年
十
月
か
ら
は
二
十
八

万
円
)
を
越
え
て
受
け
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
戦
争
公
務
に
基
づ
く
公
的

年
金
の
場
合
、
そ
の
階
級
が
大
尉
以
下

の
人
に
は
、
全
制
支
給
さ
れ
ま
す
。

3
、
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
に

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
八
固
有
線
②

O
七
一
一
)

四
月
五
日
か
ら
春
の
狂
犬
病
予
防
注

射
と
犬
の
登
録
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
第
一
次
、
第
二
次
に
予
防
注
射

郎合的自11:，い人{立、 5翌月の倹J全日に受診

農作物の
遅霜予防対策にご協力を

4月中旬から 5H下旬にかけて
J.It*liによる被害カ、良作物にチ忽さ

れます。
この予防付策として、jJ_針。げが予

氾!される日 、車j.J!，I.くから栄樹紋培

民家を 中心に、古タイヤや市油な
どを燃やします。これらは燃える
とき「スス」など飛散しますので
タんーから気温が下がり、風が少く、
好天の場合など遅霜が予想、される
ときは、前夜から屋外への干物な
どしないようご注意くださ L、。

また、 4月15日カ‘ら 5月31日ま
での問、ラ ジオ、テレビなどで41j:
日霜に関するお知らせカ、あります

のでお聞きください内
農政部農林課
民業技術者j坐絡協議会

耕地・水路周辺の
放置樹木を伐採しよう

これから農繁期になるにしたカ、
い、耕地や水路周辺に放置された
ままの樹木が、 日陰樹になったり
「すずめ」のかくれ場になったり
して、農作物栽培の障害になって
います。これらの樹木は、おEに
連絡をと り話し合って、今のうち
に伐採除却し、農作物の生産増強

を図 りましょう 。

とい 実を
地受
しけ
まな
すか
グ〉つ

でた
必倒
ず犬
受は
け
て 次
〈に
だよ
さり

き
・
四
月
二
十
五
日
制
午
前
九
時

か
ら
十
一
時
ま
で

と
こ
ろ
・
材
木
町
一
丁
目
、
上
回
合
同

庁
合
一
袋
庭

昨
年
ま
で
は
、
ハ
ガ
キ
で
個
人
通
知

を
し
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
は
、
「
広
報

う
、
え
だ
」
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

料
金
は
一
組
に
つ
き
、
注
射
料
五
百

円
、
登
録
料
三
百
円
で
す
。

こ
の
日
に
受
け
な
い
場
合
は
、
五
月

一
一
日
か
ら
十
六
日
の
聞
に
獣
医
が
訪
問

し
て
個
別
注
射
を
実
施
し
ま
す
が
、
訪

問
料
と
し
て

一
頭
に
つ
き
千
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
公
窓
口
謀
(
宮
@
四
一

O
O
内

線
二
九
固
有
線
②

O
六

七

二

県農業改良普及所
市農林課へ移転

上小農業改良普及所塩田支所か
3月31日で廃止となり、 4月 1日
から、農業改良普及員は、市役所本
庁農林課内へ、生活改良普及員は、
上回合同庁舎内上小農業改良普及
所へ常駐することになりました。

在)
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